
＜甜史探究⑨＞弥生時代® 吾吋：P. I4I'\,P. I5
田輝配乍の内容
①弥生麟疇Iま．水はけの要ぃ秘舶也につ⑮れた (23. )が中心で生産性
繹疇。中・後期になると．漏漉駕k用の水路を毅けた生産1生の高い
（洸 ）がつくられるようにな平。

(1)弥生特代前鞘ぉ中期・後期に力廿て水田Iさとうなった？
()•() 

麟麟違且は（広 ）の蜘羞疇忍、 (26 )で·荘を水田に直菩
釦稲が実ると (27. )で（苅 ）を行某。
x (26 )：田植えをせずに直持水田に裡子［種籾］を起方法。

(1)益時代｀前期襲疇恥原料は主に何餡たか？ ( ) 
(2),、知畔砕称を答えよう。 (@I~和使用例）

①戻()®』)®~（）：ら、
やリ年とす

®木製農阜の製作には（匁． ）や斧鈍・刀子［幼］な砂（30. ) 
工阜が伎われた。後期には苅先に（3（. )をつけた録ゃ鋤、 (32. )なと•
の (33. )が使われるようになリ、生産性を意めた。 32は収穫の階の

（弥 ）で使われた。

(I)木製鷹恥製作に何が使われた力‘?2つ答たよう。
( ）・（ ）のエ且

(2)弥生後期に1ま阻莉逍且に何が使わるようにな慕？ ( ) 

®収穫された稲 It虚笠記（お． ）叶謹忍署え味食歪とき
には (36. )とぼ． ）を使で脱穀した。＄守

(1)収穫された稲（年（可詰されたか？ ( } 
(2)弥生時代＇、穀物の脱袈に使げてたのは？ ( ）と（
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